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生に関する保健行動について、指導前（妊娠 16～27 週：第１回）と指導後 1 週間（第 2回）、指導






(p<0.001)。平均唾液量は 5.3±2.8 ml、平均唾液 pH は 7.1±0.3、1％以上のう蝕菌比率を示した
対象は 66 名(21.0%)であった。妊娠中期より妊娠末期は、う蝕菌比率が有意に上昇した（p=0.046）。
う蝕菌比率の低さに差をもたらす要因として、歯痛がない、抑うつ・落ち込みが低い、歯磨き時間
5 分以上、1 本 1 本の歯を意識した歯磨き、歯磨き方法に対する自信、唾液 pH6.8 以上、鉛筆持ち
ブラッシングの実施、在胎週数(妊娠27週未満)の 8項目が抽出され、それぞれのオッズ比は、5.14、
4.50、3.82、3.52、3.20、2.57、2.45、1.96 であった。研究Ⅱにおける対象の平均年齢は 32.3（SD=4.8）







一方で、歯ブラシを鉛筆持ちし、1 本 1 本の歯を意識し、5 分以上かけて丁寧に歯みがきをし、歯
磨き方法に対する自信を持つことがう蝕菌比率の低値に関連していたことから、妊娠早期からの口
腔衛生教育の充実を図ることの重要性が示唆された。ヘルスビリーフモデルに基づいて組み立てら












平成 25 年 8 月 9 日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明
を求め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と
判定した。 
よって、著者は博士（看護科学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
